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１．部品採用に必要な条件

◆部品の情報不足は、クレームや重大なトラブルを発生！
・「技術情報」；性能・特性情報の基本仕様以外に製造性、付随情報が必要
・「環境情報」；対象となる環境法令への対応が必要
・その他、「品質情報」、「購買情報」も合わせて部品採用条件となる
・不足情報は、自らの手で評価試験・分析を実施して確認する必要がある

・信頼性データ
・故障率

部品採用条件

部品仕様
・カタログ
・納入仕様書

・はんだ付け条件
・使用上の注意

技術

性能・特性

製造性付随情報

詳細は、次項、「情報収集の留意点とトラブル事例」で御紹介

・過去の品質
トラブル

品質

・環境データ

環境

・入手性
・コスト
・MOQ

購買

ＭＯＱ：最小注文数量
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２．技術情報収集の留意点とトラブル事例（1/2）

◆製造条件にマッチしているか
・コプラナリティ（端子平坦度）、はんだ条件、MSL（耐湿性レベル）

製造条件の確認
・SMD（表面実装部品）のコプラナリティ（端子平坦度）
→コプラナリティの確認を怠ったためにはんだ付け不良が発生
コプラナリティの記載を確認

・推奨温度プロファイルやはんだ耐熱性条件

耐熱温度条件を見落とし、リフロー工程で部品不良発生
→耐熱性を考慮し製造工程にあった部品を選定
耐熱性に問題があれば手はんだなどで対応

・ベーキングフリー工程で実装する半導体部品のMSL（耐湿性レベル）

樹脂材料の吸湿でリフロー時クラック発生

→開封後、はんだ付け工程にかけるまでのリードタイムと

吸湿条件を確認

技術情報収集の留意点

コプラナリティ

温度プロファイル

本加熱

予備加熱

吸湿感度

MSL
フロアー保管期限

保管期間 保管条件

１ 無期限 ≦30℃/85％相対湿度
２ 1ｙｅａｒ

≦30℃/60％相対湿度

２ａ ４Ｗｅｅｋｓ
３ 168ｈｏｕｒｓ
４ 72Ｈｏｕｒｓ
５ ４８ｈｏｕｒｓ
５ａ ２４ｈｏｕｒｓ
６ ラベルで規定

トラブル事例
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２．技術情報収集の留意点とトラブル事例（2/2）

◆信頼性データの検証（新規部品メーカは特に）・・・高温動作試験、耐湿試験、腐食試験

部品特質の理解不足
・スイッチ、コネクタの開口部へはんだフラックス流れ込み
→はんだ付け時の注意事項の追加

・水系アルミ電解コンデンサの液漏れ発生

→水分含有率の低い部品や信頼性の高いメーカの選択

信頼性データ未確認トラブル
・短期間で部品不良発生
→高温動作試験や耐湿試験の実施
寿命や腐食の懸念があり、試験の要求または社内評価が必要

・コネクタの接点部に腐食発生

→めっきピンホール等潜在不良の確認のため試験の要求または社内評価が必要

◆過去の品質トラブルの事例反映（再発防止）・・・手はんだ、アルミ電解コンデンサ
技術情報収集の留意点

トラブル事例

技術情報収集の留意点

トラブル事例
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３．部品を取り巻く環境法令と情報収集（1/3）

◆環境法令は多種多様化傾向
・フロン／ダイオキシン問題に端を発しRoHS指令、中国版RoHS、REACH規則などで多様化
・各国の法令や多様化した規制の把握には、専門的知識が必要

環境対応の潮流 具体的事例

第一波 オゾン層破壊物質（フロン対策）、ダイオキシン対策

第二波 廃棄物のリサイクル／有害物質管理（WEEE/RoHS指令、J-Moss、中国版RoHS、韓国版RoHS

第三波 有害物質管理／環境配慮型設計（ＲoHS、拡大RoHS指令、REACH規則／EuP指令、CPSIA法、

米国版RoHS／連邦法、中国版RoHSの第２段階実施）

欧州
WEEE指令*1+更新
ＲｏＨＳ指令*2
REACH規則*3
ＥｕＰ指令*4
ＥＬＶ（自動車用リサイクル有害物質指令） 中国

電子情報製品汚染予防管理方法
（中国版RoHS）
廃旧家電及び電子製品回収処理管理条例
廃棄電子電気設備汚染防止技術政策

日本
資源有効利用促進法改正
（J-Moss）
家電リサイクル法改正
化審法・化管法改正

韓国
韓国版RoHS
有害化学物質管理法

米国
SB50（ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州)
プロポジション６５
ＴＯＳＣＡ

その他
ノルウエー
インド
タイ
アルゼンチン

*1 Waste electrical and electronic equipment
*2 Restriction of the use of certain hazardous substances
*3 Registration, Evaluation, Authorisation and Restriction of Chemicals
*4 Energy using Products
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３．部品を取り巻く環境法令と情報収集（2/3）

◆法令、調査フォーマットは最新版を適用
・REACH規則SVHC（高懸念物質）*1は、15物質（2008.10）→53物質（2011.6）へ毎年増加
・最新版の法令・調査フォーマット管理には、常に動向監視が必要

２０００～２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１

ｸﾞﾘｰﾝ購入法

中国RoHS

欧州RoHS

REACH

独自フォーマット

JGPSSI Ver2
JGPSSI Ver3

AIS/MSDSplus
グリーン購入法対応

・製品における化学物質
総含有量把握/顧客報告 RoHS対応/グリーン調達対応

禁止物質における含有規制
・均質材料による部位/濃度管理（ppm）

・保証書管理、分析データ管理

REACH対応/SVHC総含有量の届出
・欧州業者当り生産/輸入する総含有量の把握

（SVHC>0.1wt%,1ﾄﾝ以上/年）

調査フォーマット

法令と調査フォーマット

JGPSSI Ver4

15物質 29物質 46物質 53物質

2011/6/20
欧州化学品庁

ＳＶＨＣ 53物質へ

*1 ＳＶＨＣ：Substance of Very High Concern
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３．部品を取り巻く環境法令と情報収集（3/3）

◆調査条件の特定、情報伝達、データの信頼性確保
①適用法令の確認と調査フォーマットの種類と最新版の確認

②調査依頼先はコミュニケーションで確実に情報伝達

③記入ミスがないか、過去情報と大幅な相違ないか確認することで信頼性確保

①情報収集の前提条件
・適用法令の確認

・調査フォーマットの種類・最新版の確認

②調査はコミュニケーションが重要
・依頼先（関係職場の複数者）へ的確に「調査内容」、「回答納期」が伝わったかを確認

・調査表について記入方法の指導と注意点を説明し内容の精度向上を図る

・納期管理は、定期的な進捗確認を実施

③入手情報の信頼性確保
・含有化学物質量の情報の簡易チェック

・過去入手のデータと比較し、基本構成物質の大幅な相違点の有無を確認
・依頼内容と回答フォーマットに相違がないか確認

環境情報収集の留意点
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４．技術・環境情報収集のまとめ

◆技術情報は、性能・特性情報の他、製造性、付随情報、品質情報が必要

◆環境情報は、常に法令動向や最新版調査フォーマットに注意する事が必要

◆不足情報は、自らの手で評価試験・分析実施、全ての情報を総合的に扱う事が必要

不足情報
・評価試験・分析実施

購買情報

付随情報 製造性情報

品質情報

環境情報

部品情報

性能・特性情報

動向に注意
・環境法令
・調査フォーマット
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５．ＯＥＧの部品情報収集業務

◆ＯＥＧによる部品情報収集、データの登録と維持・管理
◆３０年に渡り必要となった部品情報の逐次追加を行い情報完成度を高めている

故障率計算
標準故障率

品質情報
・使用上の注意
・事故情報

製造情報
・はんだ条件
･保管条件

製造性評価

８８～ ９５～９１～ ９２～

部品情報の歩み

化学物質
情報

９８～

部品情報

7８～

標準品採用の促進

工場

部品選定

外販
ＣＯＩＮＳｅｒｖ－Ｎｅｔ

部品認定

登録
設計部門

購買部門

Web

RoHS
REACH

08～

全社共通
情報

沖エンジニアリング部品メーカ
調査

回答

部品選定

沖エンジニアリング

【電子部品の情報収集】

・30年の実績とノウハウ

・専門スタッフ
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６．ＯＥＧが提供する「電子部品の技術・環境情報調査サービス」

◆お客様のニーズに沿ったきめ細やかなサービスを提供

◆お客様と部品メーカ間の綿密なインターフェースをとり活動

部品の技術情報収集が面倒だ

含有化学物質調査方法がよくわからない

また、社内技術者の工数をかけたくない

部品の専門家が業務で培ったノウハウ･

スキルを活かし、貴社に代わって

部品情報の調査を責任を持って代行します

ＯＫＩエンジニアリング 部品メーカ

調査開始

回答記入調査結果受領 調査票回答確認

調査票作成

各種問合せ回答・進捗状況により対応協議

部品リスト作成

調査対象・フォーマット等の事前確認 調査代行の了承・手順の事前整合

貴社

代表的な調査フロー
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６．ＯＥＧが提供する「電子部品の技術・環境情報調査サービス」

調査項目 調査内容

RoHS調査 電子部品のRoHS指令対応合否判定

環境調査（標準フォーマット） 電子部品メーカREACH調査による含有化学物質情報

環境調査（独自フォーマット）
電子部品の含有化学物質情報をお客様独自のフォーマットで調査

データチェック（ 当社のノウハウ・経験を基に報告値の妥当性、 誤記等の）を行います

調査項目 調査内容

代替品調査 製造中止部品の代替部品を弊社の部品データベース、メーカ調査により選定

品名クレンジング
御社リストを基にメーカ品名、型番を精査し、リストを作成

同一部品の重複登録や誤データの照合、テーピング部品等の区分けを明確化

製造中止部品調査 電子部品の製造中止情報を弊社保有情報やメーカ調査により提供

データシート入手
電子部品のデータシート（定格特性、外観図等の部品情報）をメーカより入手

メーカデータシートの内容を貴社指定のフォーマット形式に変換

１．技術情報調査サービスの例

２．環境情報調査サービスの例

◆ＯＥＧは、電子部品に関する情報調査サービスを１項目/１部品から提供

※不足情報は、別途、試験・分析サービスで提供することも可能
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７．おわりに

電気、電子機器の製造メーカにとって、高性能、高信頼性に加え、

環境配慮がもの造りの大きなテーマとなっています。そして、その

ために収集しなくてはならない情報はより複雑で専門的なスキル

が必要となっています。

そのためには、部品の技術・環境情報を正確に把握し、法令等の

動向を常に監視する事が必要です。

ＯＥＧは、経験豊富で専門スキルをもったスタッフを取り揃え、皆

様に代わり電子部品の技術・環境情報調査サービスを提供いたし

ます。また、情報調査サービスのみでなく、ＯＥＧでは不足情報に

つきましては別途、試験、分析で評価することも可能です。

是非、お問合せ下さい。
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□ 部品情報事業部

□ TEL：048-420-7129
□ 担当：磯野隆義

□ E-mail： oeg-parts-div@oki.com
□ URL： http://www.oeg.co.jp/

ご清聴いただき、ありがとうございました

》お問合せ先

ご連絡をお待ちしております
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ご参考
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調査フォーマット例（ＪＡＭＰ ＡＩＳ） （例） つ次ページ
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調査フォーマット例（ＪＧＰＳＳＩ Ｖｅｒ.4.11） （例）
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｜メインメニュー| ログアウト

調査（回答）読込結果一覧

カンパニー

フォーマット

読込ファイル

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊

＜戻る 編集

総重量が調査単位質量を超えています。〔A**〕
最大均質材料含有率が有効範囲ではありません。〔A**〕

エラー内容

◎

編集

【***】同一部品の登録があります。（最終更新日：2011/7/12）
【***】既登録部品と化学物質含有情報が異なります。

X0123AAAAA1234567□

注意事項型番メーカ名部品番号登録

環境情報システムによる自動チェックの例

含有化学物質集計システムのチェック画面


